
令和６年度２月補正予算案（３月５日追加提案分）について 

１ 主な補正項目 

〇 財政調整基金への積立て              ４９７百万円 

島根原子力発電所２号機の営業運転再開により、課税される

核燃料税（価額割）収入を後年度予算の財源として活用するた

め、財政調整基金に積立て 

〇 退職手当の増額                ２，１１７百万円 

今年度末の退職者が確定したことから、予算を増額 

（退職手当基金充当額 １，９０９百万円） 

２ 基金残高の確保 

執行段階の節減による基金の取崩しの戻しと積立て 

・ 財政調整基金                    ５０億円 

令和６年度の基金取崩し５０億円を全額取崩し戻し 

（参考 令和６年度末基金残高 １８４億円） 

・ 減債基金（一般勘定）                ６７億円 

令和７年度に県債の繰上償還を行うため、基金に積立て 

（参考 令和６年度末基金残高 １０１億円） 

３ 繰越明許費の設定 

今回補正額                  １６，２２８百万円 

【参考】繰越明許費累計額 ７７，３０５百万円 
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４ 債務負担行為の設定 

今回追加・変更額                  ４２７百万円 

① 萩・石見空港東京（羽田）路線の運航支援       ８１百万円 

萩・石見空港東京（羽田）路線の運航にあたり、年間有償旅

客数が 12万７千人を下回った場合、航空会社に対して地元市町

と協調して県が負担する最大の運航支援額 

② 公の施設の指定管理料               ２０３百万円 

令和６年度 11 月議会において、令和７年度からの指定管理料

の設定を行った 11 施設について、公募後の人件費や物価の上昇

を踏まえ増額（現行 7,553 百万円→変更後 7,756 百万円） 

※ 債務負担行為とは、地方公共団体が翌年度以降に債務を負担することついて、その原因となる

事項、期間及び限度額を予算の内容として定めておくもの 

５ 令和６年度一般会計歳入歳出予算 

２月補正後予算額（第９号提案後）   （ａ）   ５，２４３億円 

２月補正予算額（第 10 号）       （ｂ）       ▲１５５億円 

補正後予算額         （ａ）＋（ｂ）   ５，０８８億円 

＊対前年度同期比 １００．１％ 

【参考】令和５年度２月補正（3/6 追加提案分）後予算額 5,084 億円 
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